
動画「人権及び人権教育の基礎」を活用した教職員研修の例

１　ねらい　人権及び人権教育について認識を深め、教職員が人権課題を学ぶ意義について考える。

２　流れ（50分程度：動画16分 ＋ワーク30分 ＋ 進行）　　
	時間
	動

画
	内容
	ワーク
	備考
（準備物）

	00：00
２分
	
	１　研修開始

	
	
	・ねらいの確認
・流れの確認
・配付資料の確認
	
	・動画スライドレジュメ

	02：00
19分
	４分

	２　人権とは

	
	
	ワーク１5分

子どもから「人権って何？」ときかれたら、どう答えるか？
（個人２分 → ペア交流３分）
	
	・ワークシート


	
	
	動画視聴
・世界人権宣言
・具体的な権利について
	
	

	
	
	ワーク２
[bookmark: _Hlk157353430]世界人権宣言を読み、具体的な権利について確認する
（個人５分 → ペア交流５分）
	10分

	・資料「やさしい言葉で書かれた世界人権宣言」

	21：00６分

６分
	
	３　人権教育とは

	
	
	動画視聴
・人権教育の３側面
・人権教育の位置づけ、目的
	
	

	27：00
21分
	６分

	４　教職員が人権を学ぶ意義

	
	
	動画視聴（内容）
・事例提示
・人権課題を学ぶ意義
	
	

	
	
	ワーク３15分

教職員の発言等について、問題点を考える。
（個人５分 → グループ交流10分）
※事例ア～ウの問題点については、動画の中で伝えている

事例エの問題点
	車いすとＡさんとが同格になっている。
またＡさんが「荷物」のように表現され、Aさんの存在がクラスに負担をかけているようなニュアンスがある。
例えば、「誰がAさんと一緒に２階へ行きますか？」と訊ねてみればよいのではないか。



事例オの問題点
	社会には、車椅子を使われる方など、移動手段が徒歩ではない人もいる。「徒歩10分」は、そういった方々を考えない表現である。現在、公的な機関では「駅から東へ○○ｍ」というように、距離を用いて表している。



事例カの問題点

	性別欄について、男女どちらかを答えることに違和感を持つ性的マイノリティ当事者の児童生徒への配慮がない。
また、生年月日の欄に、昭和・平成と和暦が使用されている。これでは書けない外国にルーツのある人がいることへの配慮がない。例えば、西暦でも書けるように欄を広くするなどの変更ができるのではないか。



	
	・ワークシート

	48：00
２分
	
	５　まとめ
	
	

	
	
	・感想交流
	
	

	計50分
	
	終了



３　配付物
・動画スライドレジュメ
・ワークシート
・資料「やさしい言葉で書かれた世界人権宣言」

４　準備物
　・動画「人権及び人権教育の基礎」（約16分）
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